
 

 

 

 

 

 

花粉管を長く伸ばすために必要な膜交通のしくみを発見 
 

【発表概要】 

 被子植物の受精の過程では、花粉から花粉管が長く伸長し、卵細胞のもとへ精細胞が運ば

れることが必須です。花粉管が正常に伸長するためには、ANXUR に代表されるいくつかの受

容体タンパク質が花粉管の先端部に局在してはたらくことが必要ですが、その局在化のしく

みはこれまで分かっていませんでした。 

 今回、基礎生物学研究所の 室 啓太特 別協力研究員および 上田 貴志

発見しました。この分子（PICALM5a および

PICALM5b）は、膜に埋め込まれたタンパク質の輸送に関わる ANTH タンパク質の一種で、花

粉管の先端よりやや基部の亜頂端領域で形成される輸送小胞に ANXUR タンパク質を積み込む

はたらきを担っていました。PICALM5a と PICALM5b の機能を失わせると、ANXUR は花粉管の

先端に局在することが出来なくなり、花粉管は伸長途中で破裂してしまいました。 

 一方、花粉管を正しい方向に導くための別の受容体タンパク質の輸送小胞への取り込みに

は PICALM5a と PICALM5b は必要がないことも示されました。ANTH ドメインを持つタンパク

質は陸上植物の進化の過程で劇的に数が増えていますが、その生物学的な意味はこれまで分

かっていませんでした。本研究により、ANTH タンパク質の機能の多様化が、植物の生殖の

進化と深く関連していることが示されました。 

 本研究成果は 2018 年 9 月 26 日付で Communications Biology 誌に掲載されました。 
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